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　目　的　；　織物の曲げ特性は、運動的機能ヽ風合い、整容・装身性に影響を及ぽす重要

左性能である。そこで織物の曲げ特性に織物の構成因子（組織・厚さ･密度、織糸の太さ

・カ･゛－フ？　クター等）が及ぼす影響について検討を行った。

　方　法　；　織物の構成因子が織物の曲げ特性に及ぼす影響について検討する場合は、数

種の因子を一定とし、残かの因子を系統的に変化させた試料を用いるのが望ましいのであ

るが、このよ5 な織物は非常に人手困難である。そこで本報では、人手できた織物の内か

ら、綿100 %と毛100 %の織物でヽ織糸番手ヽ組織（平織ヽ斜文織、朱子織、変化平織、

変化斜文織）ヽ密度の異なるものを試料として用いた。試験はK E S － F M 2純曲げ試験機を

使用して、曲げ特性値（曲げ剛性、ヒステリシスの幅）を求めた。

　結　果　こ　①織物の表と裏の組織が同じ場合はヽ表曲げと裏曲げの特性値に差がみられ

ない。(D 織物の表と裏の組織が異なる場合（織糸の浮沈状態が表と裏とて差がある場合）

は、表曲げと裏曲げの特性値に差がみられる。クランプされた浮糸が外側にたるよ5 に曲

げられ｡だ場合は、浮糸が内側に々るように曲げられた場合よかも、曲げ特性値は大きくな

る。③織物の曲げ特性値はヽ織糸が太くたるほど、織物が厚くたるほど、密度が大きくた

るほど、カバー－フフクターが大きく宏るほど、つt i)、織糸の自由度が少左くなるほど、

大きく左る傾向があり、曲げ特性と織糸の番手、厚さ、密度、カバーフ・　クターとの間に

は、相関関係がみられる。

B 174　布のニ層複合状剪と剛軟性

　　　　教九女匹農政　　○百1日悦テ 旧‘ﾁﾞ和子 山私､八丿淮

　凹的；:(f の剛軟性^ヵ幣的受動の基本的性質ざ｀めり、特に斥m 複合奴能I: おヽける即1軟性

ば, 荻児と貪だの紅み合わ-cなどり)柵服穐欧のEfe あいヽば着用守に受げる布の唆形斧勤を

考え｡ろうえで皇要な性質で｀£ろ。二層接蔦斥の圏If符性の蓬綸的取楓いについては内嶮

丹羽りりの報をが｀ある。これらの報告公撞討しな酢^ . 本碕呪では重ね合in-＼i:状怒おヽi- び

湊着状態におヽ^Jる咄If剛性が、し戌の個々。御の鴎φ咋圈利利方向姓によ。てどのよう

に影゛# を唖け、ヽ£焉聚レ個々め行の曲げ特性Lもとに複合状徳の抒の剛軟度を征定r

ろ方活乞求めようとすbもので゛ある。

　方法;試料とIてA ; 斗も　綿2.鋒、B :不幽石･d樟£用い. それぞHA, B向ざす同

性の組み合わtiﾆによﾘ単総積層Aす町アAロンプレスによる倭盾A・3の二層賤合斤と

して. 時々ン今レバー添、KES－FB2匯曲げ試験痍により曲げ剛性£刺走し、まrこ交左糸

の接触圧に圈係する/ぐラｘ一タ- しI.て必ず摩穣禰ぐご

　峰果；(DA-t-B積層の曲げ剛性Siは、A, β向個マの人かの組み合>つ芒方によ') 異なる。

冨)A ■β痔着<n 曲げ剛性Sr ＼t. はリ合わitむ兪式から補E係数刻寸ｶﾛ可ることにfヽリ示こ

れら. ③複合々め曲If剛性と摩璋項の向lこIt. 租関々係が｀あるが｀、その程度は積層涵、

即9イデr-よリ買なる。
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